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★ひらかた市民菊人形の会は、枚方の代名詞ともいえる菊人形の制作技術を後世に伝え

るために活動する市民ボランティア団体。活動を広く市民らに知ってもらうきっかけに

なればと、おばけ人形の制作に協力した。また、元料亭や旅館として営業していた鍵屋

資料館の昔ながらの木造建築を生かした展示方法により、建物そのものにも興味をもっ

てもらえるような仕組みになっている。 

 

★イベントは昨年度から始まり、幅広い年代の約 260人が参加するほど好評だったため、

今年度も開催を決定。コロナ対策を徹底した上で実施している。おばけ人形はただ見る

だけではなく、昔から日本に伝わる怪談やさまざまな伝承を合わせてパネルで紹介する

ことで、日本の文化や歴史に関心をもってもらうきっかけになるような工夫もほどこし

ている。開館時間は午前９時 30分から午後５時、入館受付は４時 30分まで。 

▲おばけ人形の展示風景 

＜お問い合わせ＞ 

観光にぎわい部 文化財課 ☎072-841-1411（直通）、FAX072-841-1278 

市立枚方宿鍵屋資料館 ☎・FAX 072-843-5128 

夏の終わりに鍵屋でおばけを探そう 

「ひらかた市民菊人形の会」協力で本格妖怪出現 
◎チラシ・写真あり 

 

 

 

 

 

 

令和３年（2021年）９月 10日 

市立枚方宿鍵屋資料館では、９月 12 日（日）まで「鍵屋にすみついたおばけをさ

がせ！」を開催している。菊人形の制作技術を後世に伝えるために活動する市民ボラ

ンティア団体「ひらかた市民菊人形の会」の協力で、ひとつ目小僧やろくろ首など昔

から日本に伝わる妖怪やおばけの人形を制作し、館内に隠した人形を来館者に探して

もらうというイベントで今年で２回目。参加費無料。入館料 200円が別途必要（中学

生以下は無料）。 




